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TMS-19-Qの 臨 床 的 検 討

長谷川篤平

佐野厚生総合病院内科

新しい半合成16員 環マ クロライ ド系抗生物質TMS-19-Qは,類 似の化学構造式をもつ他のマ

クロライ ド抗生剤に比べ,抗 菌力が強いこと,一 部の耐性菌に対 しても抗菌力をもつこと,そ の製

剤であるGC錠 は吸収のパラツキが少ないことなどの特徴を有する。本剤を急性気管支炎2例,急

性扁桃炎2例 の計4例 に1日600mg14日 間投与 したところ,全 例有効という成績であった。重篤

な基礎疾患をもつ例がなかったこと,疾 患そのものも急性のしかも比較的軽症のものであったこと

などにもよるであろうが,本 剤の有用性を裏付ける結果であった。 なお,本 剤によると思われる副

作用および臨床検査値の異常は1例 もみられなかった。

TMS-19-Qは 東 洋 醸 造(株)に て 開 発 され た新 しい半

合成 マ クロ ライ ド系 抗 生 物 質 で あ り,既 存 の抗 生 物 質 ジ

ョサ マイ シ ソ(JM)や ミデ カマ イ シ ン(MDM)に 類似

の化学 構 造式 を有 す る(Fig1)。 本 剤 は従 来 の マ ク ロ ラ

イ ドと同 様,グ ラム陽 性 球菌,マ イ コ プ ラズ マ な どに強

い抗 菌力 を示 し,ま た,Legionella,Campylobocter,

嫌気 性菌 な どに対 して も強 い 抗 菌 力 を 示 す こ と,従 来 の

マ クロ ライ ド耐 性 菌 の 一 部 に 対 して も抗 菌 力 を 有 す る こ

と,経 口投与 で速 や か に 吸 収 され,代 謝 物 もな お 高 い抗

菌力 を保 持 して い る こと な ど の特 徴 を有 す る1)薬 剤 で あ

る。 我 々は 本剤 に さ らに,製 剤 的 処 方 の 改 良 を 加 え,吸

収 のパ ラツキ を 少 な く したTMS-19-Q・GC錠 を 内科 領

域 の急性 感 染症 に用 い,若 干 の知 見 を 得 た の で 報 告 す

る。

Fig. 1 Chemical structure of TMS-19-Q

1.方 法

昭和58年2月 ～3月 に本院内科を受診 した,急 性呼

吸器感染症の4例 を対象と した。投与量は,TMS-19-

Q・GC錠 を1日600mg分3と し,食 前に経 口投与 し

た。

各症例は,体 温,咳1軟,喀 痰,咽 喉頭痛,頭 痛,扁 桃

発赤,腫 脹,全 身倦怠感などの臨床症状について,経 時

的 に 観 察 し,そ れ らの 結 果 お よびX-P,WBC,赤 沈,

CRPな どの 結 果 よ り,臨 床 効 果 を著 効 ,有 効,や や 有

効,無 効 の4段 階 で 判 定 した。

また,投 与 前 お よ び 投 与後 に 赤 血 球 数,ヘ モ グ ロ ビ

ン,ヘ マ トク リ ッ ト,血 小板 数,白 血 球 分 画 な どの 血 液

検 査S-GOT,S-GPT,Al-P,総 ビ リル ビ ンな どの肝

機 能 検 査,BUN,血 清 ク レア チ ニ ンな どの 腎 機能 検 査,

お よび 尿検 査 を行 な い,こ れ らの検 査 値 の 異 常 の 有 無 を

検 討 す る こ と と した 。 また,自 他 覚的 副 作 用 の 有 無 も観

察 した 。

さ らに,臨 床 効 果,細 菌 学 的 効果,副 作 用 の有 無 を 勘

案 し,有 用性 を有 用 性 あ り,や や有 用 性 あ り,ど ち ら と

もい え な い,好 ま し くな い の4段 階 で判 定 した。

II.成 績

症 例 は,年 齢17歳 か ら52歳 ま での 平 均38歳 女3

例,男1例 の 計4例 で あ り,疾 患 名 は急 性 気 管 支 炎2

例,急 性 扁 桃 炎2例 で あ っ た。 臨床 効果 は全 例 有 効 であ

っ た(Table 1)。 重 症 度 は す べ て 中等 症,投 与 量 ・期 間

は 全 例1日600mg14日 間 で あ り,投 与 前 の 菌 検 索 は

行 な って い な い。 ま た,本 剤 に よ る と思 われ る 副作 用 お

よび 臨 床 検 査 値 の 異常 は1例 も認 め な か った。

以 下 に 各 症 例 の概 要 を記 す 。

CaselA.T.,43歳,女,急 性 気管 支 炎。

来 院5日 前 よ り感 冒 様 症 状 で,特 に咳 蹴,喀 痰 が著 明 。

初 診 時 体温37.8℃ 。 熱 感,咽 喉頭 痛,嚥 下 痛(十),咳

噺(碁),CRP(2十),胸 部X-P上 異 常 陰 影 認 め ず 急 性

気 管 支 炎 と診 断 し,本 剤1日600mg,1日3回 の 投 与

を 行 な った。7日 間 の投 与 で 症状 は か な り改 善 し,14日

間 で症 状 は すべ て消 失 し,有 効 と判 定 した。

Case2S.K.,39歳,女,急 性 気管 支 炎。

咳 嗽,喀 痰,咽 頭 痛 を訴 えて 来 院。 初 診時 症 状,体 温

38.8℃,咽 喉 頭 痛(+),咽 頭 発赤 ・腫 脹(+),咳 嗽
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Table 1 Results of clinical trial with TvIS-19-Q•EGC tablet

(升),WBC9,500,赤 沈25mm/50mm,CRP(3+)。

急 性 気管 支 炎 の診 断 に て,本 剤1日600mg投 与 を 開始

し,7日 間 で咳 嗽(+)を 残 す の み とな り,14日 間 の投

与 で 症 状 は すべ て消 失,WBC6,000,CRP(一)と な り

有効 と判 定 され た。

Case3T.Y.,17歳,男,急 性 扁 桃 炎 。

前 日 よ り,発 熱,扁 桃 腺 肥 大,発 赤 ・腫 脹 あ り来 院 す

る。 体 温37.2。C,咽 喉 頭 痛,扁 桃 発 赤,腫 脹(甘),

WBC9,600,CRP(4十)。 本 剤1日600mg7日 間 の

投 与 で,咽 喉 頭痛,扁 桃 発赤 ・腫 脹 と もに(十)と な り,

14日 間 の 投与 で消 失 し有 効 の判 定 で あ った 。

Case4M.M,52歳,女,急 性 扁 桃 炎 。

感 冒 様 症 状 を 訴 え て来 院 。 初 診 時 の症 状 は 咽 喉 頭 痛,

扁 桃 発 赤,腫 脹(廾),頭 痛,全 身 倦 怠 感(+),体 温

37.80c,wBC8,300,赤 沈43mm/80mm,cRP(2+)。

本 剤1日600mg1日3回 の投 与 を行 ない,7日 目で 諸

症 状 改 善 に む か い 有効 と判 定 した。

III.考 察

最 近 の 抗 生 物質 の開 発 は,opportunisticinfectionの

原 因 とな る グ ラム陰 性 桿 菌 な ど の 弱 毒 菌 に 主 眼 が お か

れ,そ の た め に それ ら の薬 剤 で は,グ ラ ム陽 性球 菌 に対

す る抗 菌 力 は逆 に減 弱 して い る傾 向に あ る。 しか も,従

来 よ りの β-ラ クタ ム系 抗 生 剤 に 対 し,最 近,耐 性 菌 が

増 加 して い る とい う報 告 も あ り2),な お か つ,第 一 線 の

診療 の 場,特 に急 性 呼 吸器 感 染 症 や 皮 膚 化 膿 性 痴 患 に お

い て は,今 な お,グ ラ ム陽 性 球 菌 が 主 起 炎 菌 で あ る こ と

か ら,こ れ らの菌 に対 す る抗 生 剤 の 開 発 もま た,急 務 と

考 え られ る。

今回我々が検討を試みたTMS-19-Q・GC錠 は,半 合

成マクロライド系抗生物質製剤であ り,グ ラム陽性球

菌,嫌 気性菌,マ イコプラズマなどに強い抗菌作用を示

し,ま た呼吸器感染症に多いインフルエンザ桿菌 ブラ

ンハメラカタラーリスなどにも抗菌力を有する薬剤であ

り,前 記のような感染症に有用性の高い薬剤である。ま

た,吸 収の個体差を少な くするような製剤的工夫もほど

こされてお り,そ の効果が期待された。

今回の我々の成績は,急 性気管支炎2例,急 性扁桃炎

2例 の計4例 においてのものである。本来ならば,胸 部

X-Pで 少 し陰影のみられるよ うな軽度の急性肺炎が,

症例 としては最も適切であり,効 果の判定もしやすかっ

たのであろうが,残 念ながら今回の治験ではそのような

症例はなかった。それでも,急 性気管支炎2例 および急

性扁桃炎2例 の計4例 全例が有効という成績であり,ほ

ぼ満足すべぎ結果であったと思 う。このことは,重 篤な

基礎疾患をもつ例がなかったこと,疾 患そのものも比較

的軽症のものであったことなどにもよるであろうが,本

剤によると思われる副作用,臨 床検査値の異常もみられ

なかったことから,本 剤は急性の呼吸器感染症に対し有

用性の高い薬剤であると考えられる。
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A CLINICAL STUDY OF TMS-19-Q

TOKUHEI HASEGAWA
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TMS-19-Q, a new macrolide antibiotic, is active against gram positive bacteria, anaerobes, Myco-

plasma and some of macrolide resistant strains.
TMS-19-Q•GC tab. was given daily 600mg for 14 days to the patients with acute respiratory tract

infections in 4 cases, acute bronchitis in 2, acute tonsillitis in 2.
The clinical efficacy was good in all cases, and no side effect nor abnormal laboratory findings were

observed.


